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	この遺伝子は、軸索伸長に関与するC. elegansのセリン／スレオニンキナーゼに類似したタンパク質をコードしています。このタンパク質の構造はC. elegansのタンパク質と類似しており、どちらのタンパク質もN末端キナーゼドメイン、中央のプロリン／セリンリッチ（PS）ドメイン、およびC末端（C）ドメインを有しています。この遺伝子は、17番染色体のスミス・マゲニス症候群領域に位置しています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ULK2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

